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――――――<わたしたち|ま大和循 然を愛ιます

スローライ7 小田 久美了‐

人類が宇宙に移り住む時代が来たら、 日本人は一番スムーズに宇宙の生活に剛1れ るでし
ょうcそ の理由は宇宙には木、草、花、鳥、動物、美術、文化的な町並みなどがないから
です。宇宙船の中、あるいは月の上の植民基地はアルミと蛍光灯の世界です。他の国の人

たちは時夕自然の森や生まれ故郷の美しい町並みを思い出して、地球にかえりたくなる。

けれどt)、 日本人は日本を思い出してもアルミサッシ、蛍光灯、空に谷える鉄塔、コンク

リー トとガラスの町しか思い浮かばないので、月での■1活 とそう変わらないはずです。

(ア レックス・カー『美しき日本の残像』より

最近読んだ本の中の引用文です。これだけでは前後の文脈や作者の背景は判りません。

随分乱暴な『 日本観』だと憤慨しながらも、外国人にはこう見える『今の日本 ,日 本人』

の一面を否定出来ず哀しく思いました。 昔、『日本』や『 日本人』は美しい国、礼儀正し
い民族だと称えられ′ました。新渡戸稲造の『武士道』を読むと、これこそが日本人のアイ

デンティティーだという誇りを持って世界に発信しています。貧しくても品性のある民族

がそこにいました。 先の大戦後、世界を驚かす奇跡的な復興を遂げ、オリンピック、万
博と、世界に追いつき追い越す経済大国となり、衣食足りて礼節を持つ筈でしたcその頃
からエコノミックアニマルと椰楡されて 40年。もつともつと豊かに、もつとお金持ちにと

走り続けて欲望に限りはありません。効率良く便利な物は手に入りましたが、どれだけ時

間に余裕が出来幸せになれたでしょうかG本当の豊かさとはどんなものなのでしようか。
「この漢字が読めますか」と面白|∫笑しくからかう無礼な国会議員、不毛な答弁。そヒ′

てそんなことを云われるトップを頂く不幸。 昔、新田次郎著『八甲田山死の彿往』を読
んだ時 【後戻り】を恐れる上官と 【勇気ある撤退】を選んだ上官の元で、明暗を分けた部

下の悲劇に涙したのを思い出します。今まさに私たちは逆巻く嵐の航海を、氷山にぶつか

ろうとしているタイタニック号に乗り合わせています。 ‐部の心ある人たちが、「氷山が見
える!!」 と報告しても、舵を切り返すどころか速度を落とすことなく「まだ大丈夫、前に進

める」という頼りない船長の船にです。  トップが信頼出来ないのならば、自分たちでこ
の船をどうにかしなくてはいけません。孫がいる人もまだいない人も、次世代に美しい日

本を、どれだけ負のつけを少なくして引き渡せるのか、真剣に取り組まなくてはいけませ

ん。もう少しスローな暮らしを考えてみる時期なのだと思います。

無理をしないで、出来ることを、すこぅし。。。ほんのすこし。。.昨 日より慎ましい生活を。。

南米の先住民に伝わる「ハチドリのひとしずく」というお話があります。

森が燃えて、生き物たちが我先にと逃げ出しました。でもクリキンディという名のハチド

リは嘴で一滴づつ水を運んで炎の_Lに落としていました。その光景を見て動物たちは 「そ

んなことをして今更何になるんだJと嘲笑いましたが、クリキンディはこう応えました。
「私は、私に出来ることをしているだけ」

鼈

http : 7rv**.j ustmystage. co m/home/naranature/



日 時

場 所

講 師

来場者

新 春 講 演 会
テーマ 里山の景観形成と

デザインの実践

1月  31日  (土 )Al 10:oO～ 12:00

奈良市 中央公民館 4F第4講座室

大阪府立大学院 生命科学研究科

上甫木 昭春 教授
56名

当日は、夜来の雨も上がり、恒例となった新春講演会に上甫木 教授をお迎えして、里山保

全について、多面的な視点で講義して戴きました。

会場は満席の盛況となり、熱気におれた雰囲気に関係者一同ほつとした表情を隠せず、来

席者に心から感謝申し上たいと思います。

講義は保全活動の要請として「地域社会の理解」「行政との疎通「孤立林の整備」「里山の景

観構造」「保全への啓発活動」職 しの森の形成」等、特に奈良県特有の文化遺産との融合に

ついてご託宣をいただきました。

マネージメントの面においても「可視領域の保全」「将来像の展望」など、地域環境マネー

ジメントについてもご高説を賜り、具体性のある資料提供を受け、里山保全のバイプルとし

て、今後の活動に生かしたいものと考えております。有り難う御座いました。

終了後。「今日は年長の方が多く、自然に対する造詣の深い方ばかりで、堅くなりました」

との述懐があり、熱のこもった講演に再会を約し、深く感謝の意を伝えた次第です。。

阿部会長、古押:幹事始め、お世話いただいたスタッフに感謝申し上げます。

川井 記

1月例会 奈良公園の巨樹案内に寄せて
今回′図らずも奈良公園の巨樹を′「人と自然の会」′の皆様に紹介できる機会をいただき′母体の′
『グリーンあすならJ としても′「巨樹案内ポランティア」 の充実期でもあり′有難くお請けした

次第となった。

一口に ,「巨樹案内J と言っても広い公国内に,万余とある樹木の中から 単に 巨樹巨木を探し出

鶏 籠 需雪 IF靭 √ 晰 黙 錦 摺 饉 違 ど 歴 号電キ毀 茫 F量慾 鯉 聰 虜に当たり,基礎資料として活用された。公園全山を網羅した詳細資料なのだが,国内の保安′保全′の故の立ち入り禁止区域内の資料は出典を避けてあるので御諒解願いたい。

1:]IF七
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〈
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より多くの人に′観て触れてもらいたい」との′彼の想いの



ところで奈良市は′幹回り2m以上の巨樹を′条例で保護していることは御存知だろうか ?。  個人家庭
と雖も濫りな伐採はならぬのである。 旧家の庭先′山林′寺社叢林等が対象となるが′こうした場所には
然るべく通達が発翰されている。従って国宝級の建造物の脇で′台風禍を招きそうな巨樹に対しては′枝を
落として倒木を防ざ′古来の文化を守ろうとしてぃる。また樹木自体に避雷針を設けて

`建造
物共に保護さ

れているのも散見される。殊に春日大社の地域内山林には全面的に,「許可なく立入禁止Jなのである。
この冬例施行を′市会に議案提出′可決に持ち込んだのが′松村和夫さんである。人と自然の会のメンバー
であり′グリーンあすならの事務局長を務めるが′奈良市会の中で′自然環境保護を訴える筆頭議員でもあ
る。

話は戻って′今回の案内に使った写真集の通りに公国内を案内するには′如何に健脚と言えども一日の工
程では到底無理なのは′御理解戴けたと思う。 環境庁が定めた巨木のみならず巨樹共の案内となれば′数日の時間が必要である。  まして公国内には′Jヽ木ながら珍樹も多いのである。
尚′今回の案内には′樹木草本共に熟知の′―騎当千の会員の方々が参加されて居たことは,百も承知の
上で′熟ぇて目線を初参加の方に合わせ′ィンタープリターとしての観かたも併せて案内したことは,御諒
解を 戴きたぃ。

最後に′案内は興福寺周辺の一部と′春日大社の周辺の一部の案内で′時間切れとなり′お別れをした
が、振りかえれば.奈良公園の一端を端折つたに過ぎない。 私どもとしては四季折 の々自然の変化が眩い
ばかりの奈良公園を,皆様と共に今回のような散策の機会の訪れを願いつつ欄無します。
今回の資料を手元に′「あおがきの山懐

′ 神鹿戯る奈良公園Jに′ロマンの延長を求めて御清遊の程を !|。
記  施行月日 平成 21年 1月 31日  新年講演会にて 講演終了後の午後の部
時  間    自  13;∞  ～ 至 16;00   解散
担   当    林 令子   甲豊野幸―    樋口善雄
参加 員数    47 名 文責  樋口 善雄

く癒この議歩書〉

`■

格 にもどう雪 0く 谷呵萬え郎

|(広 き疇れてなお奥しく昨り,ユ ぐ春のもどう雪¬(イヒ粧する格の花が0い冷たさ

曖かくネらいな日争の言れを寺う`に待ちわぴてしっとええてみせる衡い枚

逍くてミきにある春のうららも`さよ壼わうのIs‐ をそっとなに分け与えておくれ

いつの間に力`雪tt雪の薇方に崎え春蒟 tt友 わる陣 rettヽ ら梅の匂い0〈零れ落ちて

にのかにせ酸っばいる 01く鼻をくすぐりお‖
{る誉寂のひtと ときに幹いしれてみ
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肛寒 く震える逍端の率花たちも慄えるJヽ さな春をね きしめたいと■を作ぐの

だ
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らゆ トレポート2可年2月

1月 24日 (土)晴 参加者 40名 (内 実習生 3名、菜の花プロジェクト13名 )
時おり風花の舞う生憎の天気だが、全員で c地区の笹藪の刈笹

を集めて搬出の段取りをする。刈跡から畑、田圃、用水池、野

井声、水路跡などの遺構が現れてくる。これをどうに活用して

いくか、皆で楽しみながら議論をしていく。 (2月 14日 、溜
池の水張リテス ト開始した)菜の花グループは、 3回 目の除草
等の手入れをする。生育は順調のようだから、 4月 に行なわれ

る「菜の花祭り」には里山をバックに金色の絨毯がお目見えす

ることだろう。

実習生はA地区の植生調査と竹薮整備の実習に汗を流す。
昼食時には、心づくしの豚汁に舌鼓を打ちながら、

会員と懇談する。今後、活動に参加される人が出ることを期

待したい。  大根の最終の収穫日。各人でしつかり持ち帰
って、なお残つたもの約 100本を漬物用にハサかけするサ掛けする。
ならやまプロジェクトの来年度計画について、

全員でフリー トーキングを実施。出された意見は、計画に反映される。

ならやまのオニグルミ

撮影守回京子

午後 3時 解散

2月 6日 (金)晴 ならやま山の日  参加者 18名
今日は全員がD,E地 区の里山に入り、観察路と学びの森の整備をおこなう。観察路にある
枯倒木の除去は危険作業になるので、山作業のベテラン・グループが担当する。今 日までの

作業で、マークしていた危険木の約 9割方の処理が終る。
別のグループはD地区の空閑地「学びの森」を整備する。 3月 7日 の公開イベントに備えて下草や

笹を刈り払つて林間学習のできる場所に仕上げる作業。さらに「椎茸の菌植え」体験学習の準備と

して、間伐によつて出たコナラ材をタマ切りしてホダ木 100本を準備する。
A地区に侵入していた竹薮は3月 完了を目標に除伐が進められている。これと平行して山裾の根笹、
カヤ類の刈取りに取り掛かる。手前の湿田跡の整備が進めば、一帯の景観は素晴らしいものに生ま

れ変わるはずだ。 今日もまた、それぞれに手応えと充実感に浸れた一日でした。
日々是好日、  日々感謝 ! 午後 2時 30分 解散
2月 9日 (月 )(晴) ならやま「鳥の日」 参加者  12名 *詳細は別記

2月 12日 (木)晴 参加者 30名 (内 実習生 2名、ビジター 1名 )
3月 下旬並みの暖かい日となる。今日は全員作業で a地区の田圃跡地の整備に取り掛かる。背高く
生い茂つていた草を刈り払い、撤去した結果、自転車道路から北側の山にかけてスッキリとした展

望となつてきた。湿地はトレンチを掘つて水抜きをして、県の手で耕起されるのを待つ。一連の作

業で、A一 a地区の景観形成は一段落することになる。午後の会議で、里山の観察路にある広場の名

前を、それぞれ「学びの森」、「鳥観の丘」、「たけのこ平」、「遊びの森」とそれぞれつけることが決

まり、表示板の製作は鈴木末一さんに引き受けていただきました。  全員が感謝 !!
2月 13日 (金) 晴 臨時の山作業 参加者 10名
東回りの観察路の一部に急坂箇所があり、児童の歩行にはやや危険が伴うと判断されたので、

別の安全なルー トを設定した。本日、必要な整備作業を行ない、完了した。

“最後に耳よりなお知 らせです "
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*ならやま里出林花だより * 林 令子

2月 12日 (本 )スイセンは今見頃、ウメの花も咲き出し 里山にいい香りを

運んでくれています。ジンチョウゲも間もなく咲きそうです。野にはオオイヌノフグリ、

コハコベ、タネツケノヽナ、オランダミミナグサ、ナズナ等が咲いていました。

*な ら山の鳥たち・二月 * 小田 久美字

2/9(月 )風のない穏やかな目差しの中ぎ川瀬氏他 12名 での観察
です。野守のジョー君、モズ君も静かな見廻りで、先月賑やか

だった 「柿レストラン」は小鳥たちが帯を沢山残して静かで lノ

た。メジロがヒタキ類のフライングキャッチの様な珍しいしぐ

さをしているのを何回か見ました、余裕で遊んでいるのでし′ょ

うか。「見張り台」ではコクランの葉の先が無くなつていまし

た。こグ)ベジタリアンさんは誰でしょう?  菊り|さ んが 2/1

、オオタカらしい 2羽を見られています。畑仕事の合間に空を

見 llげてみて下さい.

*な CЬ 去む ま の 越 冬 昆 虫 *

ウエルカム・ボーィの愛称:募集中

菊 川 年 明

間もなく啓蟄を迎えます。冬籠もりをしていた虫たちが穴の中から這い出してくる時期と言われてい

ますが、昆虫たた,が本格1灼に姿を現すのはまだもう少し先になります。

この冬、ならやまで昆虫が潜んでいそうな場所を何度か見て回りました。昆虫が越冬する姿は卵・幼

虫 。蛹・成虫などさまざまですが、成虫で越冬しているものを調べました。 成虫の越冬場所は朽ち本

の中、石の下、地中、堆積物の下、建物の物陰などですが、主として朽ち本を調べました.な らやまの

朽ち本は大部分がアカマツのものですが、コナラの t)の tD若千ありまし́たご見つけた昆虫は 30種、6

7頭でした (ア リ・シロアリは 1群を 1と カウント)=種類の詳細は次のとおりです。

朽ち木にいたもの………コクワガタ 。オオオサムシ・クロナガオサムシ・マイマイカブリ・スジアオ

ゴミムシ 。フタモンウバタマコメツキ・ウバタマコメツキ・アカハラクロコメツキ・ユミアシオオゴミ

ムシダマシ。オオエグリゴミムシダマシ。オオクチキムシ・クチキムシ・ヤマ トデオキノコムシ・未同

定甲虫類 3種・クロサシガメ。オオツノカメムシ 。オオスズメバチ・ミカドオオアリ。ムネアカオオア

り・ハエの一種 。オオゴキブ リ・ハサミムシの
‐種・ヤマ トシ

ロアリ (計 25種 )

杉の樹皮下にいたもの………オオ トビサシガメ林内にいた 1、 の一

…シャクガの 一種  草むらにいたもの……ヨモギハムシ・マ

ルカメムシ  石の下にいたもの……ゴミムシの一種

ヒ́か し、越冬 している昆虫 (成虫)は もつといるはずです。

オオスズメバチは女王バチだけが生き残つて越冬 し、春にな

ると単独で巣作 りを始め、産卵 し、生まれてきた働きバチの助

けを借りて順次家族集団を大きくしていきます。 (写真は朽ち本の中で越冬 していたオオスズメバチ )
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思 い 出 の 記

棚 田 ル ネ サ ン ス

川井 秀夫

生駒山暗峠から生駒谷へ続 く国道308号線。古 くは奈良街道と呼ばれた地点に、西畑町の

棚田風景が広がりを見せる。

03′年:0氏の仲介により「シエア大阪里山クラブ」と、当会の合同による景観再生・援

農作業が始まる。大阪方より堤 正克 氏 (現 理事)菅沼  洋 氏 (元 理事 )、 林 宏
氏、川口 達夫 氏、西屋 哲雄 氏ら。当会から当時の幹事会メンバーが総出動 して、茫々

たる荒れ地の整備に取 り組む。 背丈を越える篠竹、葛の宿根、繁茂する金葎、竹叢の間
伐、』、るさとの小川を連想させる神田川の雑草駆除と、一年間は明けても暮れてもこの作

業の繰り返 し。 篠竹に負けて利き腕が腱鞘炎を起こし、間伐の竹に頭部を直撃されたり、
深い溝に騨を突っ込み腱を痛めたり、未だに後道症が残るが、これも道楽の勲章と誇りに

すら思っている。

苦労話は多いが、地権者との融和もその一つ。当初は得体の知れない団体と胡散臭い視

線を感じたものだが、収穫祭・ 忘年会・ とんど祭・懇談会など、地元の旅行にも参加して

段々に信頼関係が国まり、暖かい心情と素朴な人柄に触れ、友好関係が高まりを見せたも

のである。地元の長老 Aさ ん、暗峠の茶店のYさ ん、芸術家のKさ んと懐かしさが甦るが

特にAさ んとは申年 (私よリー回りお若い)と言う事もあってウマが合い、よく大酒を交

わしたものである。

04′ 年には、行政・地元との緊密化を計る必要に追られ、『いこま欄田クラブ』として分離独

立、当会から出口 育宏 氏 (元 幹事 )を推挙し、今日を迎えている。

彼の打ち出した「エコツーリズム」の理念は急速に浸透 し、再生の地に畑作・稲作・休耕田に

はコスモス、蕎麦の花。花畑ゾーンには四季の花、山地・竹林の整備、子供たちとの交流を通

じ、広葉樹の植林、農事体験、祭祀行事への呼びかけなど、八面六膏の活躍に頭が下がる。

西屋 哲雄 氏も忘れられない。少年の様な風貌から誠実な純な人の印象が強い。出口氏の

右腕として、益々のご活躍に声援を送りたいと思っている。

世は移り、オバマ政権の唱える「グリーン ニューディール」が起爆剤となって、日本版『グ

リーン ニューディール」が聞こえて来る。農林業の革命的国策に期待が集まるが、生産性の

低い「欄田」に脚光を浴びる日が来るのだろうか。

私は、日本の文化遺産としての保護政策に期待したいと思っている。自然は生き物であり

時時転変する。我々のたゆまぬ活動がこの素晴らしい景観を常態化することが、小さな使命

であり、終わりなき「欄田ルネサンス」と信じている一人です。

昨年、棚田の現場から身を引きましたが、後事を新世代に継承していただき、更なる頑張

拙句・  過ぎし日は相田の春と想ひたり
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りを薔1日 しております。
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小田 久美子

3月 の奈良と云えば東大寺二月堂で行

われる修二会、別名
「お水取り」です。

この行事が終わると奈良には春が来ると

云われています。
「お水取り」=「お松明」

だと思いサッサと帰られていませんか。

たいまつは本来、練行衆が二月堂へ上が

る時に足元を照らすためのものです。

中に入つて、これから厳しい修行をされ

るのです。私たちも
「局」の中に入れて頂けて、

練行衆と共に観音さまにお祈りすることが出来ます。寒～ぃのですけど、この凛とした空

気に触れると、自分も修行の一端をしたような気持ちになれます。 ,

ところで、良弁杉の下の「開伽井屋」の屋根の上には鵜が二羽乗つています。修二会を

始めた実忠和尚が全国の神様を勧請している時、釣りに夢中で遠敷明神が遅亥1しました。

お詫びに若狭から観音さまへ送ると約束し、二羽の白・黒の鵜と共に香水が湧き出たそう

です.別 l名 「若狭井」ともいいます。 神の使いだつた鵜も、今や、各地のアユや養殖魚

を獲り放題、時の本をフンだらけにして枯らしてしまうなど、増えすぎて、カラスと共に

嫌われ者に落ちぶれ(?)て しまいましたが、30～ 40年程前には絶滅が′い配される存在でした。

彼らも一生懸命生きているのですがc。 .c折 り合いをつけるのは難 しいご時勢です。

＼
ぅ
メ
パ

徹ブ`■
=Lゝ

ボ毅な)はプ
★『オジロピタキ」日本では少ない冬鳥譲理は旅鳥.橿原神宮で越冬していました。

・ 2/14ヒレンジヤク4羽 知事公舎

★1/24天理の崇神天皇陵のお堀の水が半減していて、毎年越冬に来る沢山のオシドリや

マガモが一羽も居なかった。宮内庁に聞いたところ、堀の水を抜き、田植えに間に合う

ように少しずつ満たしているとの事c2/14再度行つてみると、水量は増えていたが、や

|ま リオシドリ達は居なかつた。毎年越冬にくる鳥のことはどう考えているのだろうか。

・1/24,2/14柳本の県道付近にニュウナイスズメが50羽ほど群れていた。  (西 谷 )

★ (斑鳩より)2/7・ 2/18ル リビタキ・2/18チ ョウゲンボウ・イソヒヨドリ♀ (勝田)

はらわた

老木の腸をみせ寒明ける 秀 夫

H月例会。巨木観察。樹皮一枚の生命力。

やがてウロに春風が吹 く。今年も、よくぞ冬を乗り切った。
だいこ

大根引く重さに思応、里あかり 秀夫

里山の大根は小なるものの旨い。この重さは丹精の重 さ。

内なる精神性を詠む。

7              _

(小田 )

鵜
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